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【目的】自己免疫疾患の一つであるシェーグレ
ン症候群（SS）では、腺組織破壊を生じるがそ
の機序には不明な点が多い。近年、慢性関節リ
ウマチ患者の滑膜細胞においてFas抗原発現が
充面し、これを介したアポトーシスによる滑膜
細胞破壊が生じていることが報告されている。
SSの発症にはEpstein－Barr　virus（EBV）の関与
が従来より示唆されており、EBV感染によりFas
抗原の発現が誘導されるという機序が示されて
いる。そこで今回われわれは、SSの唾液腺破壊
の機序におけるFas／Fas　ligand（Fas　L）を介し
たアポトーシスの検出とEBVとFasとの関連を
明らかにする目的から、SS患者唾液腺における
Fas　L、FasおよびEBV抗原の局在ならびに唾
液腺破壊とアポトーシスとの関連性について検
索を行った。　【方法および結果】患者口唇腺生
検材料の凍結切片を用い、TUNEL法および抗
Fas　．　Fas　L　．　EBV　latent　membrane　protein
（LMP）、EBV　ZEBRA抗体にて、免疫組織化学
的検索を行った。その結果、細胞浸潤の強い導
管上皮にTUNEL法で陽性所見が認められ、抗
Fas　抗体による免疫染色では細胞浸潤の程度に
相関して導管上皮に陽性細胞が検出され、また
導管周囲に浸潤している単核細胞にFas　しの発
現が認められた。さらに、抗EBV　LMPならび
にZEBRA抗体による検討では同様に導管上皮
に陽性所見が認められた。　【考察】SSの成立機
序の一つに唾液腺導管上皮においてEBVの再活
性化に伴ってFasの発現が充心し、さらに導管
周囲に浸潤している細胞においてもFas　しの発
現が充進し、これらFas／Fas　Lを介した相互作
用により、アポトーシスによる唾液腺破壊が起
こっている可能性が推察された。
（目的）ムンプスウイルスワクチンの遺伝子が生体内
で変異しているかを知るために、星野株ワクチン接種
後に耳下腺炎および無菌性髄膜炎を発症した臨床分離
株の遺伝子解析をおこない、星野ワクチン株、野生分
離株と比較検討した。
（対象と方法）星野株ワクチン接種後の副反応合併症
例より得られた臨床分離株のうち、RFLP法によりワク
チン株と判定した7株、星野ワクチンシード株、シー
ド株を18代HeLa細胞で継代した株を対象に、　F領域、
SH領域、　HN領域とそれぞれの構成蛋白質間に存在す
る非翻訳領域について塩基配列を決定した。
（結果）副反応合併症例から分離された臨床分離株7
株のうちの6株に、変異が認められた。その内訳は、4
株のHN領域にアミノ酸変異を伴う核酸の変化が共通部
位に1ヶ所、1株のF領域にアミノ酸変異を伴う核酸の
変異が2ヶ所、さらに1株はF3「非翻訳領域の1ヶ所に
核酸の変異を認めた。1974年からの流行野生株と比
較すると、1ヶ所に同じ場所での変化が認められる株
もあったが、多くは野生株には認められない変化で
あった。18代HeLa細胞で継代した株は、　F領域、　HN
領域の1ヶ所に、それぞれアミノ酸変異を伴う変化を
認めたが、これは野生株や臨床分離株には認められな
い変化であった。
（考案）ワクチン接種後に副反応を生じた臨床株の中
には、星野ワクチンシード株と異なる核酸の変異を示
すものが確認されたが、これらの変異のほとんどは野
生株の変化とは異なるものであった。現在、ブラック
サイズ等の生物学的検索をあわせて行っている。
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